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多様性を考える

宮下 清貴企画調整部長

環境問題においても、

また社会においても、時

代のキーワードとも言え

る「多様性」ですが、そ

の目的や意味するところ

は使う人によって様々

で、時として混乱が見ら

れます。

「生物多様性」は、遺伝子、種、生態系な

ど、様々なレベルで使われますが、一般には野

生生物の保護の観点から使われている場合が多

いようです。農地や林地をはじめ、人間が本来

の生態系を改変して人為的に利用している面積

の割合は地球上でかなりの部分を占めることか

ら、地球全体の生物多様性を考えるとき、農業

生態系は重要です。水田、畑地、樹園地等の農

耕地、及び、それらに付随する畦畔、水路、周

辺の草地、雑木林を含んだ伝統的な日本の農業

生態系は、多くの生物を育んできたと考えられ

ます。しかし、それを示す科学的データは不足

しているのが現状でしょう。

農業はまた、遺伝資源としての生物の多様性

を直接利用する産業です。人間は、目的にあっ

た品種を作るために改良を重ね、栽培適地を広

げてきました。品種改良は遺伝子組換え技術を

含め、自然界に存在する豊富な遺伝資源に依存

しています。生物の気の遠くなるような長い進

化の歴史を考える時、自然破壊による「生物多

様性」の損失は、回復不可能な遺伝資源の喪失

につながります 「生物多様性」の持続的な利。

用は、人類の今後にとって、重要な課題です。

一方、多様性は、生態系の生産力との関係で

論じられることがあります。即ち 「多様性が、

高い生態系は生産力が高い」という説です。生

物間の相互関係が多いことによる安定性や光エ

ネルギー等の利用効率の高さで説明されます

が、実際に多様性が高いと生産性が高いことを

示すデータはモデル実験系を含めてほとんど見

あたらず、一般化することは危険と言えましょ

う。農耕地の生態系においても、土壌病害が発

生する連作土壌では小動物等の多様性が低くな

っているという事例があることから、多様性の

低下が土壌病害発生の要因との解釈がなされる

ことがあります。しかし、このような因果関係

を示す科学的な根拠はありませんし、この場合

の多様性の定義自体も曖昧で 「多様性」とい、

う言葉が一人歩きしていると言えます。

環境問題における「生物多様性」の重要性は

多くが認めるところですが、その意味するとこ

ろを明確に定義して使わないと、環境問題を巡

る論議に混乱を引き起こします。

一方、社会に目を向けると、今の時代ほど、

「多様性」が要求されている時代はなかったの

ではないでしょうか。ここで言う多様性も意味

するところは様々ですが、均一を特徴としてい

た日本社会にも、グローバル化により多様化の

波が押し寄せています。こうした動きに対し、

やむを得ないとして受動的に受け入れるのでは

なく、積極的に受け入れて、それを生かしてい

くことが重要です。多様性こそが今の時代の力

と言えましょう。

農業環境技術研究所が独立行政法人になって

1 5 4 2から 第 期の 年が過ぎ この 月からは第、 、

期が始まります。独法化は、国の研究機関とい

ういわば均一な組織から、多様な運営・活動が

可能な組織への転換でしたが、第 期は非公務2
員化により、さらなる多様化が求められます。

研究者の人材、キャリアパスも、多様化が必要

です。農業環境技術研究所は、第 期において2
は、社会のニーズに応えるべく、農業環境及び

農産物の安全を守るためのリスク研究を重点的

に推進します。その際、職業、専門、年齢、国

籍等を超えた色々な方々との交流こそが、環境

問題を克服した持続的発展へのアイデアを生み

。 、出すエネルギーになると考えます そのために

研究所の内外にコミュニケーションの輪を広げ

。ていきたいと考えています

巻 頭 言
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関東地方にみられるタンポポの4割は単一のクローン

井手 任・芝池 博幸生物環境安全部植生研究グループ景観生態ユニット

はじめに

近年、外来生物に対する社会的関心が高まる

なか、景観生態ユニットでは農業生態系に侵入

する外来植物の動態について研究をおこなって

いる。ここでは雑種タンポポを材料とした最近

の研究成果を紹介したい。

現在，日本列島のいたるところに雑種タンポ

ポが広がっている 「身近な生きもの調査（環。

境省・ 」で全国から収集された形態的に2001）
セイヨウタンポポと見なされる 個体を解析844
したところ，全体の約 ％に相当する 個85 713
体がセイヨウタンポポ（ 倍体）を花粉親，日3
本産タンポポ（ 倍体）を種子親とした雑種個2
体であった。これらの雑種個体は倍数性やゲノ

4 55% 3ム構成の点から、さらに 倍体雑種（ 、）

21% 9% 3倍体雑種 雄核単為生殖雑種 の（ ）、 （ ）

型に大別することができた。

今ではすっかりありふれた存在となった雑種

タンポポだが、少数の雑種個体から，徐々に個

体数を増やしたと考えられる．では，どのよう

にして雑種タンポポは点から面へと分布域を拡

大したのであろうか？ 解決の糸口を得るため

に我々は 型に大別した雑種タンポポ個体の由3
来をさかのぼることを試みた。

無融合生殖によるクローンの増殖

雑種タンポポ集団を解析する場合に、まず念

頭におかなければならないのが「無融合生殖」

という生殖法である。無融合生殖とは減数分裂

を省略した胚発生で、親の体細胞と同数の染色

体をもつ卵細胞が形成され、花粉の精核と受精

。 、することなく胚が種子へと発生する そのため

ある個体が生み出した子孫は、すべて遺伝的に

同一な個体（クローン）となる。セイヨウタン

ポポは無融合生殖をおこなう種として有名で、

この生殖法を武器に少数の侵入個体からの集団

形成を図ってきたと考えられる。一方、日本産

の 倍体タンポポは他家受粉による種子生産を2
おこなうので、遺伝的に多様な子孫が生み出さ

れる。

これまでの観察から、雑種タンポポはセイヨ

ウタンポポの生殖法を受け継いで、無融合生殖

により種子を生産することがわかっている。そ

のため、雑種タンポポ集団をクローン単位に整

理すれば、交雑によるクローンの誕生回数やそ

の後の分布拡大過程を明らにできると考えた。

、 「 」そこで 雑種タンポポの マイクロサテライト

とよばれる遺伝的変異性の高い 領域を解DNA
析することにより、塩基配列の違いをマーカー

として雑種個体をクローン単位に整理した。

巨大クローンの出現

前述の「身近な生きもの調査」で、関東地方

の１都６県から採集されたタンポポに着目する

と、形態的にセイヨウタンポポとみなされる個

体が全体の を占め、そのうち ％が４倍60% 71
体雑種、 が３倍体雑種、 が雄核単為生24% 4%
殖雑種、 が純粋なセイヨウタンポポという2%
内訳であった。そこで、個体数が特に多い４倍

、体雑種 個体と３倍体雑種 個体について263 89
タンポポ用に開発された 種類のマイクロサテ3
ライト・マーカーを用いたクローン分析をおこ

なった。

その結果、 倍体雑種からは 型のクロー4 16
ンが認められ、そのうち ％（ 個体）は94 246
ひとつのクローン（表１の ）に属することcl.1
が判明した。つまり、関東地方から採集された

全タンポポの （ ）が、あ40% =0.6×0.71×0.94×100
る一つの雑種個体の子孫ということになる。さ

らに、この の採集地点を地図上にプロットcl.1
、 、すると その分布は関東平野全域に及んでいて

巨大クローンが出現していることが明らかにな

った（図１ 。一方、３倍体雑種からは 型の） 36
クローンが認められ、 倍体雑種よりも遺伝的4
多様性が高いことが明らかとなった（表１ 。）

このうち最も個体数の多いクローンは全体の

％に相当する 個体から構成されていた26 23
が，その分布域は 倍体雑種の巨大クローンに4
比べて非常に狭い。

研 究 ト ピ ッ ク ス
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表１ 関東地方１都６県における４倍体雑種および３倍体雑種のクローン分析の結果

注１）４倍体では ～ がそれぞれ１個体。３倍体では ～ がそれぞれ１個体。cl.3 cl.16 cl.15 cl.36
注２）クローン分析に用いた３種類のマーカーの識別能は，それぞれ ， ， で、これら３つを組み0.98 0.98 0.90
合わせた場合の平均排除率は， であった。0.975

 
クローン番号

都県名 サンプル数 cl.1 cl.2 サンプル数 cl.1 cl.2 cl.3 cl.4 cl.5 cl.6 cl.7 cl.8 cl.9 c l.10 cl.11 cl.12 cl.13 cl.14

茨城県 34 30 0 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
栃木県 8 8 0 8 0 0 0 0 0 2 0 0 2 2 0 0 0 0
群馬県 7 7 0 4 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
埼玉県 29 26 0 28 20 1 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 1 1
千葉県 46 42 1 10 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
東京都 50 47 1 23 1 6 4 1 2 0 1 1 0 0 1 2 1 1
神奈川県 89 86 1 13 1 0 0 1 1 1 1 2 0 0 1 0 0 0
関東地方計 263 246 3 89 23 7 6 5 5 3 3 3 2 2 2 2 2 2

４倍体雑種 ３倍体雑種
クローン番号

交雑による侵入性の強化

すでに述べたように、雑種タンポポはセイヨ

ウタンポポを花粉親、日本産の 倍体タンポポ2
を種子親とした雑種個体である。したがって、

雑種タンポポが誕生するためには、花粉を運ぶ

訪花昆虫の活動範囲内に、両者が共存していな

ければならない 「身近な生きもの調査」ほか。

の結果によると、日本産タンポポの生育地でセ

イヨウタンポポに出会うことは皆無であるが、

かつては雑種タンポポの両親種が共存した時期

があったはずである。現在のセイヨウタンポポ

と日本産の 倍体タンポポの分布域を比較する2
と、前者は東北以北に分布の中心があるのに対

して、後者は関東以南に分布の中心がある．セ

イヨウタンポポは約 年前に日本列島の各地100
に侵入したと考えられるが、生育に不適な環境

に侵入したセイヨウタンポポは、その遺伝子を

日本産タンポポに託し、自らの定着には失敗し

たのかもしれない。

さらに興味深いことは、４倍体雑種と日本産

の 倍体タンポポの生育環境が全く異なること2
である。４倍体雑種は造成地などのオープンな

場所に生育するのに対して、日本産の 倍体タ2
ンポポは二次林等の林縁環境に多く出現する。

仮説の域を出ないが、４倍体雑種の巨大なクロ

ーンは両親種がもつ生存に有利な生理・生態的

特性を併せもつことによって高い侵入性を獲得

し、これまで両親種が生育できなかった人為的

攪乱の強い都市的環境への侵入・定着を果たし

たのではないだろうか。

引き続き、雑種タンポポの研究を深化させる

ことにより、外来植物の分布拡大に果たす交雑

の役割を明らかにしていきたい。

図１ 関東地方における４倍体雑種性タンポポのクローンの分布
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亀裂の発達した粘土質転換畑の暗渠（あんきょ）からの

懸濁態リンの流出

鈴木 克拓化学環境部栄養塩類研究グループ土壌物理ユニット

はじめに

農耕地からのリンの流出は、湖沼などの閉鎖

系水域の富栄養化の大きな原因の一つに挙げら

れている。リンは一般に土壌粒子に吸着されや

すく、水に対する溶解度が比較的小さいため、

土層内を下方に浸透流出する割合は小さく、表

面流出が主な流出経路であるとされてきた。し

かし、リンのような難溶性物質も土壌粒子自体

が土層内を移動すれば、それらに吸着されたま

ま懸濁態として輸送されうる。このような現象

“ colloid-facilitatedは コ ロ イ ド 担 体 輸 送 （

） と呼ばれており、環境中での難溶transport ”
性物質の動態に大きな影響を及ぼす場合のある

ことが広く認識されるようになっている。

粘土質転換畑土壌では、水田からの畑転換に

伴う乾燥により下層土に亀裂が発達しているこ

とが多く、亀裂を通じた懸濁態でのリンの土層

内下方移動と暗渠（あんきょ：地下排水路）流

出が懸念される。しかし、このような転換畑に

おけるリンの流出実態はほとんど明らかにされ

ていない。そこで、亀裂の発達した転換畑にお

いて、リンの暗渠流出の実態を調べた。

圃場測定の概要

中央農研北陸研究センターの転換畑圃場にお

いて、 年 月 日～ 月 日の大豆作2004 5 26 10 19
付け期間に測定を行った。土壌は膨潤性の粘土

鉱物（スメクタイト）を主成分とし、細粒質斑

鉄型グライ低地土に分類される。この圃場は

年に畑転換され、耕盤層と下層土には亀1996
裂が発達している。また、排水対策として、深

さ の地中に 間隔で暗渠を、圃場の周65 cm 5 m
縁部に表面排水溝を設置している。 月 日5 26

-1に耕起・播種と同時に施肥を行い、12 kg-P ha
のリンを施用した。

土壌水の圧力ポテンシャルおよび体積含水率

を連続測定するとともに、降雨時の暗渠および

表面流出水量を測定した。また、暗渠流出水と
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表面流出水を採取し、懸濁態（粒径 ）> 0.1 mm
および溶存態リン濃度を測定した。

亀裂を通じた暗渠への水の流出

降雨により作土－耕盤層境界（深さ ）2 0 cm
の土壌水の圧力ポテンシャルが上昇し正になる

、 （ ）。と 暗渠から急激な水の流出が始まった 図 1
また、いったん暗渠流出が始まると、暗渠流出

水の流量は降雨強度の変化に直ちに応答した。

このとき、下層土の体積含水率に変化はほとん

ど見られなかった。これらの結果は、降雨時に

耕盤層・下層土内を下方移動する水のほとんど

（ ， ）がこれらの層の基質 土の部分 マトリックス

を迂回し、亀裂を通じて暗渠に流出したことを

示唆している。

（ ）図1 降雨時の作土と耕盤層の境界付近 深さ20cm
の土壌水の圧力ポテンシャルおよび暗渠流出流
量の変化

リンの暗渠流出と表面流出

流出水中のリン濃度は、暗渠・表面流出とも

降雨時の流出初期に高く、その後、流出流量が

次第に減少するにつれて徐々に低下する傾向が

あった（図 。2）
-1暗渠流出水中のリン濃度は最高 1.3 mg-P L

に達した（図 。リン濃度が を超3 0.2 mg-P L）
-1

えた暗渠流出水について見ると、リンの 以80%
上が懸濁態として存在していた。一方、表面流

出水中のリン濃度は最高 であり、0.69 mg-P L-1
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図2 降雨時における暗渠および表面流出流量と
流出水中のリン濃度の変化

図3 暗渠および表面流出水中のリン濃度とリンに

占める懸濁態リンの割合の関係

懸濁態リンの占める割合も暗渠流出水より低い

傾向にあった（図 。3）
これらの測定結果に基づき、大豆作付け期間

を通じた、調査圃場からのリンの流出量を推定

した（図 。暗渠および表面を通じたリンの4）
7 % 0 . 8 4全流出量は年間施用量の にあたる

kg-P ha 68% 0.57-1
と見積もられた。このうち （

 

0.21 kg-P ha-1

0.06 kg-P ha-1 (7%)

0.51 kg-P ha-1

(61%)

暗渠流出
懸濁態

暗渠流出
溶存態

表面流出
懸濁態

表面流出
溶存態

0.06 kg-P ha-1

(7%)

(25%)

(全流出量0.84 kg-P ha-1)

が暗渠を通じて流出し、その は懸kg-P ha ) 90%-1

濁態であったと推定される。一方、表面流出し

たリンは全流出リンの （ ）で32% 0.27 kg-P ha-1

あり、うち懸濁態は と見積もられた。78%
以上の結果から、亀裂の発達した粘土質転換

畑では、下層土の亀裂を通じた懸濁態での暗渠

への流出が表面流出を上回るリンの流出経路に

なりうることが明らかになった。

大豆作付け期間（2004年5月26日～10月19日）図4
を通じた粘土質転換畑圃場からのリンの流出量

おわりに

分散土壌粒子などのコロイドを担体とした環

境負荷物質の輸送は、今回焦点を当てたリンだ

けでなく、ダイオキシンや重金属など他の難溶

性物質の流出にも大きな影響を与えていると考

えられる。今後も、懸濁態での環境負荷物質の

流出実態とその動態について研究を進めていく

予定である。
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渦相関法による二酸化炭素フラックス測定のための

データ処理プログラム

宮田 明・間野 正美地球環境部フラックス変動評価チーム

はじめに

最近 「渦相関法で二酸化炭素のフラックスを、

観測したいので、方法を教えてください 」とい。

うような相談を受ける機会が多い。渦相関法とい

うのは、超音波風速温度計と赤外線ガス分析計を

用いて、大気中の乱流による二酸化炭素の輸送量

（フラックス）を直接測定する方法で、森林や農

耕地が一定期間に吸収・放出する二酸化炭素の量

（ ）。を測定するために使用する 図 と表紙の写真1

渦相関法による二酸化炭素フラックスの測定

1980は、我が国の研究者の多大な貢献もあり、

年頃に実用化された。 年代後半以降は、主1990

要な温室効果ガスである二酸化炭素の地球規模で

の収支を把握するため、世界中の様々な陸域生態

系で、渦相関法による二酸化炭素フラックスの長

期観測が行われている。また、渦相関法は植物・

土壌と大気間のガスフラックスを測定する標準的

、 。な方法として 周辺分野でも利用者が増えている

図1 渦相関法による二酸化炭素フラックスの

観測の様子（バングラデシュ農業大学内に

新設した観測点）

渦相関法の技術的問題点

渦相関法を用いて二酸化炭素フラックスの観測

を行うためには、場所の選定、測器の使用法と保

守、データ処理など、修得しなければならない技

術が多い。このうち、測定に関わる作業について

は、赤外線ガス分析計の性能が向上したため、一

世代前のように測器の保守に苦労することは少な

くなった。

最近では、これに代わって、データ処理が利用

者の負担になってきている。これは、主に二つの

理由による。第一に、観測の長期化に伴って処理

すべきデータ量が増加したこと、第二に、測定法

や測器が完璧ではなく、測定条件も必ずしも理想

的とは言えないなかで、得られたデータから目的

とする二酸化炭素の吸収・放出量をできるだけ正

確に求めるために、複雑な処理が行われるように

なったことである。近年、渦相関法のデータ処理

は著しく進歩し、 年前は標準的であった処理10

法が、現在では不適切とされているような例もあ

る。その一方で、渦相関法のデータ処理には未解

決の問題も残されており、現在でも多くの研究が

行われている。

渦相関法のデータ処理は、測器からの出力を専

用の記録計やパソコンを用いてデジタル記録し、

実験室に持ち帰って演算処理するという方法が普

通である。しかし、その演算処理のためのプログ

ラムが公開されている例は多くない。その理由と

して、上述のようにデータ処理法が未だ発展途上

であり、各研究グループがそれぞれの考え方に従

ってデータ処理を行っていることや、データ処理

には観測点固有の地形や気象条件による部分も多

く、汎用化できる部分が限られていることがあげ

られる。
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データ処理プログラムの開発

このような状況ではあるが、冒頭で書いたよう

な要望に応える必要もあり、渦相関法のデータ処

理の最初の部分、つまり観測点の条件にあまり左

右されない部分について、専門外の方でも利用可

能な処理プログラム（図２）を作成した。利用者

は、計算で得られたフラックス値の信頼性や誤差

の程度を判断し、異常値を除去して、実用的なフ

ラックスのデータセットを作成できる。ただし、

このプログラムはユーザーインターフェースやマ

ニュアルの整備がまだ不十分なので、プログラム

の利用者は作成者から直接説明を受ける必要があ

。る

もう一つの問題は補完である。年間の炭素収支

の算定を目的とする観測では、年間で数十パーセ

ントに達する欠測値や異常値を何らかの推定値で

置き換える、いわゆる補完の作業が必要となる。

しかし、補完法は観測点固有の条件による部分が

大きいので、本プログラムの一部として提供する

には至っていない。渦相関法のデータ処理にお困

りの方は、このような事情をご承知いただいたう

えで、本プログラムの利用についてお問い合わせ

いただきたい。

図2 渦相関法のデータ処理プログラム

座標軸変換、周波数補正、密度補正などの基本的な処理・補正を施した後の

フラックス値が、品質検査情報やランダム誤差とともに出力される。
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第5回アジア・太平洋昆虫学会

田端 純生物環境安全部昆虫研究グループ昆虫生態ユニット

日本を含むアジア地域の特性は、農業や環境保

全について多くの先行研究が行われてきたヨーロ

ッパや北アメリカのそれとは大きく異なるので、

そのような先行研究の結果が、アジア地域に単純

に適用できない場合がしばしばあります。

アジア・太平洋昆虫学会は、このようなことを

意識した学会で、４年に一度、大会が開催されま

す。第 回大会である今回は、韓国・済州島で、5
平成 年 月 日から 日にかけて開催され17 10 18 21

ました。韓国、日本、中国、アメリカを中心に、

約 人程度の研究者が出席し、基礎から応用ま650

で幅広い分野の話題が提供されました。特に、韓

国や中国の農業関係の研究者による講演は、地域

性の高い話題が多く、他の学会ではあまり知るこ

とのできない情報も多々ありました。

開催地である済州島は、韓国最南端に位置し、

温暖な気候から、ゆずやみかん等柑橘類の産地と

して知られており、そのせいもあってか、果樹の

害虫管理に関する講演が多く見受けられました。

、 、 。果樹は 畑作物とは異なり 基本的に永年生です

そのため、長期的な視野に立った害虫管理が有効

とされています。例えば、害虫を捕食する天敵の

効果は、天敵が定着しにくい一年生作物の耕地よ

りも、小さな生態系が維持される果樹園の方が、

より大きく期待できます。したがって、害虫のみ

ならず天敵相も駆逐してしまうおそれのある農薬

の施用を減らし、環境負荷の小さいフェロモン製

剤等の代替技術の利用が効果的であると考えられ

ます。

日本や韓国のように農家あたりの経営規模が比

較的小さな地域では、このような傾向がより顕著

となるでしょう。私は 「化学生態学」のセクシ、

ョンで、日本を中心に分布する害虫の性フェロモ

ンに関する話題「近縁なガ類害虫における性フェ

ロモンの分化に関与する遺伝的背景」を発表し、

同分野の研究者らと意見を交換しましたが、そこ

での議論を通じて、韓国の果樹関係の研究者は、

日本の研究者にも増して、フェロモン製剤等に関

心を抱いているとの印象を受けました。他国にお

いても、環境負荷の少ない害虫管理技術の開発と

普及に対する情熱が失われてはいない、というこ

とを実感し、今後の研究を推進していく決意を新

たにした次第です。

済州島産の柑橘類等の果物

海 外 出 張 報 告
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（ ）若手農林水産研究者表彰 第 回（平成 年度） 平成 年 月 日1 17 218 2

牧野 知之 （化学環境部）

土壌洗浄法によるカドミウム汚染水田の修復技術に関する研究

受 賞 ・ 表 彰
（ Ｈ 18. 1. 2 ～ 3 .1）
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海 外 出 張

氏 名 所 属 出 張 先 活 動 内 容 期 間

iLEAPS IGBP-iLEAPS H18.1.19 H18.1.28八木 一行 地球環境部 アメリカ 第１回 科学会議および第３回 ～
科学推進委員会に出席

iLEAPS H18.1.21 H18.1.28林 健太郎 化学環境部 アメリカ 第１回 科学会議に出席 ～

H18.1.27 H18.2.15宮田 明 地球環境部 フラックス観測サイトの設置作業 ～バングラデシュ

H18.1.27 H18.2.25間野 正美 地球環境部 フラックス観測サイトの設置作業 ～バングラデシュ

21 H18.1.31 H18.2. 5佐藤 洋平 理事長 ドイツ・オラ ローカルアジェンダ の取組状況調査 ～
ンダ

OECD H18.2. 1 H18.2. 5宮下 清貴 企画調整部 フランス 農業委員会国際共同プログラム管理委員会に ～
出席

H18.2. 5 H18.2.14米村正一郎 地球環境部 東南アジアにおけるオゾン研究に関する現地調査 ～マレーシア・
シンガポール

H18.2.16 H18.2.26杜 明遠 地球環境部 中国 「温帯高山草原生態系における生物気象環境の時間 ～
的空間的変動の解明」に関する現地調査

H18.2.22 H18.2.26長谷川利紘 地球環境部 タイ 「農業水資源変動による食料生産への影響の解明と ～
予測手法の開発」のためのイネ栽培暦および収量デ
ータの収集と解析

H18.2.22 H18.2.26後藤 慎吉 地球環境部 タイ 「農業水資源変動による食料生産への影響の解明と ～
予測手法の開発」のための観測調査と研究打ち合わ
せ

H18.2.22 H18.3. 5井上 吉男 地球環境部 フランス・ リモートセンシングと生態プロセスモデルによる植 ～
ポーランド 生資源回復過程の定量評価に関する調査研究

H18.2.26 H18.3. 3横沢 正幸 地球環境部 ベトナム メコンデルタ地域のコメ生産量リスク評価に関する ～
研究打ち合わせ

H18.2.25 H18.3. 4米村正一郎 地球環境部 中国 土壌炭素動態に関する調査 ～

H18.3. 5 H18.3.16殷 煕洙 環境化学分析 韓国 試料採集及び研究打ち合わせ ～
センター

D a v i d 75 H18.3. 7 H18.3.14地球環境部 アメリカ アメリカ自然人類学会第 回年次大会に出席 ～
SPRAGUE

H18.3. 6 H18.3.11新藤 純子 地球環境部 ポルトガル 「地球規模の水循環変動ならびに世界の水問題の実 ～
態と将来展望」に関する Ⅰ国際会議に出Bioenergy-
席

H18.3. 6 H18.3.11岡本 勝男 地球環境部 ポルトガル 「地球規模の水循環変動ならびに世界の水問題の実 ～
態と将来展望」に関する Ⅰ国際会議に出Bioenergy-
席

H18.3.19 H18.3.26長谷川利紘 地球環境部 フィリピン 国際イネ研究所における「気候変化とイネ」プロジ ～
ェクト設計検討のためのワークショップに出席

研 究 ・ 技 術 協 力
（ . 1～ 3）Ｈ１8
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技 術 講 習

派 遣 元 滞在する研究室 課 題 名 期 間

POPs H18. 1. 4 H18. 3.31日本大学 環境化学物質分析研 底質における有害有機汚染物質（ ）の分析法 ～
究室

H18. 1. 4 H18. 3.31筑波大学大学院 放射性同位体分析研 環境放射線測定技術の習得 ～
究室

H18. 1.18 H18. 1.23農生研究機構近畿中 微生物分類研究室 シュードモナス（ ）属菌の同定技術習 ～Pseudomonas
国四国農業研究セン 得
ター

( ) H18. 1.18 H18. 3.31株 雪印種苗 化学生態ユニット 外来植物に含まれる毒物の検索およびその定 ～
量・分析

( ) H18. 1.27 H18. 2.28株 建設環境研究所 化学生態ユニット アレロパシーに特異的な生物検定法の習得 ～

( ) H18. 1.27 H18. 2.28株 建設環境研究所 化学生態ユニット アレロパシーに特異的な生物検定法の習得 ～

( ) H18. 1.27 H18. 2.28株 建設環境研究所 化学生態ユニット アレロパシーに特異的な生物検定法の習得 ～

H18. 2.20 H18. 2.24農水省横浜植物防疫 微生物分類研究室 植物検疫等で発見される糸状菌の分類・同定に関す ～
所 る技術習得

H18. 3. 1 H18. 3.17岩手大学 農薬動態評価ユニッ 農薬などの有機化学物質の検査手法および生態系汚 ～
ト 染リスクの評価

H18. 3. 6 H18. 3.10長崎県病害虫防除所 微生物分類研究室 にがうり青枯病菌における系統解析の技術習得 ～

その他の研究・研修

派 遣 元 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H18. 2.19 H18. 2.22中国科学院華南植物 物質循環ユニット 東アジア集水域の窒素循環に関するワークショップ ～
研究所 への参加と研究打ち合わせ

H18. 2.19 H18. 2.22中国科学院華南植物 物質循環ユニット 東アジア集水域の窒素循環に関するワークショップ ～
研究所 への参加と研究打ち合わせ

H18. 2.19 H18. 2.22中国科学院東北地理 物質循環ユニット 東アジア集水域の窒素循環に関するワークショップ ～
与農業生態研究所 への参加と研究打ち合わせ

H18. 2.19 H18. 2.22タイ王立森林局 物質循環ユニット 東アジア集水域の窒素循環に関するワークショップ ～
への参加と研究打ち合わせ

H18. 3. 6 H18. 3.10インドネシア ボゴ 温室効果ガスチーム 国際ワークショップ「モンスーンアジア農業生態系 ～
ール農業大学 における温室効果ガス発生」への出席と研究協力に

ついての打ち合わせ

H18. 3. 6 H18. 3.10インドネシア ラン 温室効果ガスチーム 国際ワークショップ「モンスーンアジア農業生態系 ～
ブンマンクラット大 における温室効果ガス発生」への出席と研究協力に
学共同研究センター ついての打ち合わせ
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派 遣 元 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H18. 3. 6 H18. 3.10タイ モンクット王 温室効果ガスチーム 国際ワークショップ「モンスーンアジア農業生態系 ～
大学トンブリ校 における温室効果ガス発生」への出席と研究協力に

ついての打ち合わせ

H18. 3. 6 H18. 3.10アメリカ ニューハ 温室効果ガスチーム 国際ワークショップ「モンスーンアジア農業生態系 ～
ンプシャー大学 における温室効果ガス発生」への出席と研究協力に

ついての打ち合わせ

H18. 3. 6 H18. 3.10韓国農村振興庁農業 温室効果ガスチーム 国際ワークショップ「モンスーンアジア農業生態系 ～
科学院 における温室効果ガス発生」への出席と研究協力に

ついての打ち合わせ

H18. 3. 6 H18. 3.10中国科学院瀋陽応用 温室効果ガスチーム 国際ワークショップ「モンスーンアジア農業生態系 ～
生態研究所 における温室効果ガス発生」への出席と研究協力に

ついての打ち合わせ

H18. 3. 6 H18. 3.10中国科学院大気物理 温室効果ガスチーム 国際ワークショップ「モンスーンアジア農業生態系 ～
研究所 における温室効果ガス発生」への出席と研究協力に

ついての打ち合わせ

H18. 3. 6 H18. 3.16中国科学院南京土壌 温室効果ガスチーム 国際ワークショップ「モンスーンアジア農業生態系 ～
研究所 ・栄養塩類研究グル における温室効果ガス発生」および日韓共同国際ワ

ープ ークショップ「農業生態系における窒素負荷と河川

・地下水への流出」に出席

H18. 3.14 H18. 3.16中国科学院南京土壌 栄養塩類研究グルー 日韓共同国際ワークショップ「農業生態系における ～
研究所 プ 窒素負荷と河川・地下水への流出」に出席

H18. 3.14 H18. 3.16アメリカ イリノイ 栄養塩類研究グルー 日韓共同国際ワークショップ「農業生態系における ～
大学 プ 窒素負荷と河川・地下水への流出」に出席

H18. 3.14 H18. 3.16サウス・オーストラ 栄養塩類研究グルー 日韓共同国際ワークショップ「農業生態系における ～
リア・フリンダーズ プ 窒素負荷と河川・地下水への流出」に出席
大学

ADAS H18. 3.14 H18. 3.16英国 研究所 栄養塩類研究グルー 日韓共同国際ワークショップ「農業生態系における ～
プ 窒素負荷と河川・地下水への流出」に出席

H18. 3.14 H18. 3.17韓国農村振興庁農業 栄養塩類研究グルー 日韓共同国際ワークショップ「農業生態系における ～
科学院 プ 窒素負荷と河川・地下水への流出 に出席および 日」 「

韓水質保全」研究推進会議に出席

H18. 3.14 H18. 3.17韓国農村振興庁農業 栄養塩類研究グルー 日韓共同国際ワークショップ「農業生態系における ～

科学院 プ 窒素負荷と河川・地下水への流出 に出席および 日」 「
韓水質保全」研究推進会議に出席

H18. 3.14 H18. 3.17韓国農村振興庁農業 栄養塩類研究グルー 日韓共同国際ワークショップ「農業生態系における ～
科学院 プ 窒素負荷と河川・地下水への流出 に出席および 日」 「

韓水質保全」研究推進会議に出席

H18. 3.14 H18. 3.17韓国農村振興庁農業 栄養塩類研究グルー 日韓共同国際ワークショップ「農業生態系における ～
科学院 プ 窒素負荷と河川・地下水への流出 に出席および 日」 「

韓水質保全」研究推進会議に出席

H18. 3.14 H18. 3.17韓国農村振興庁農業 栄養塩類研究グルー 日韓共同国際ワークショップ「農業生態系における ～
科学院 プ 窒素負荷と河川・地下水への流出 に出席および 日」 「

韓水質保全」研究推進会議に出席

H18. 3.10 H18. 3.12タイ エネルギと環 温室効果ガスチーム バイオマス燃焼による大気微量物質の動態解明に関 ～
境に関する連携大学 する研究打ち合わせ
院大学
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公開セミナー

「外来植物のリスクを調べてその蔓延を防止する」報告

藤井 義晴生物環境安全部植生研究グループ化学生態ユニット

外来生物による被害を防止するために、平成

年６月に「外来生物被害防止法」が施行さ17

れた。農業環境技術研究所では、この法律の円

滑な実施に貢献するために、平成 年７月か17

ら、文部科学省科学技術振興調整費・重要問題

解決型プロジェクト「外来生物のリスク評価と

蔓延防止策」という大型の競争的資金によるプ

ロジェクトを実施している。この研究のアウト

リーチ活動として、第１回公開セミナーを平成

年 月 日につくば国際会議場（エポカ17 12 18

ルつくば）において開催し、第２回公開セミナ

ーを平成 年３月５日に倉敷市において開催18

した。このセミナーは、農業環境技術研究所が

、 、主催し 一般市民の方を対象に開催したもので

第１回のつくば市の公開セミナーには 名128

の、第２回の倉敷の公開セミナーには 名も229

の参加があり、熱心な討議が行われた。

つくば市で開催された第１回公開セミナーで

は、当研究所から６課題の発表と畜産草地研究

所から２課題の発表を行い、最後に、畜産草地

研究所の黒川俊二氏の司会で 「日本の生態系、

を守るために今できることは？」と題した意見

交換会を行った。この会では、外来植物問題に

関心の深い緑化関係の方、行政の方、ＮＧＯの

方などから、外来植物の功罪について活発な意

見交換があった。

第２回の倉敷での公開セミナーでも同じ課題

の発表を行ったが、それらに加えて、民間で外

来植物に詳しい近畿植物同好会の植村修二氏か

ら 「新しくわが国に侵入してきた外来植物を、

見つける－わが国に入ってきた外来植物の発見

と栽培の記録－」の発表と、本研究プロジェク

トメンバーである岡山大学の榎本敬氏から 外、「

来植物とその種子のデータベースを作成する」

と題した発表があり、関心を集めた。会場定員

は２００名であったが、これを上回る参加者が

NHKあり補助椅子で対応した。地元新聞社や

ニュースでもこのセミナーが取り上げられ、世

間の関心が高いことが分かった。

いずれのセミナーにも、外来植物と関係の深

い緑化関係の研究者や農家の参加があり，この

問題の重要性を再認識した。これらの２回のセ

ミナーで皆様から頂いたご意見は、今後の私た

ちの研究計画の糧として活かして行きたいと考

えている。また平成 年度は年３回の公開セ18

50 10ミナー ８月５日：岡山大学 周年記念館（ 、

月 日福岡国際会議場、 月 日：東京・15 12 10

秋葉原ダイビル）を開催して研究成果を順次公

開していく予定である。

なお、本研究プロジェクトの紹介やこの公開

セミナーの詳細と質疑応答内容の一部は、下記

のウエブサイトで順次紹介していく予定なの

で、ご参照下さい。

http://www.niaes.affrc.go.jp/project/plant_alien/index.html

第２回公開セミナー（倉敷）の様子

所 内 ト ピ ッ ク ス
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第２３回土・水研究会「農作物による

有害化学物質の吸収とそのリスク管理」報告

小野 信一化学環境部重金属研究グループ長

農業環境技術研究所が主催する第 回土・23
水研究会「農作物による有害化学物質の吸収と

そのリスク管理」が 月 日つくば農林ホー2 22
ルにおいて開催されました。参加者は、農林水

産省、都道府県、民間企業、大学、独立行政法

人などから合計で 名でした。261
現在、国内外において食品の安全性に対す

る意識・関心が高まっています。カドミウムな

どの重金属については、 委員会で国際的Codex
な安全基準の強化が論議され、コメをはじめと

して農作物の安全性確保のための取り組みが進

められているところです。一方、環境残留性の

高い化学物質の汚染から人の健康および環境を

保護することを目的とした「残留性有機汚染物

質に関するストックホルム条約 （ 条約）」 POPs
が発効し、残留性の高い有機汚染物質の動態を

十分に把握することが国際的に求められていま

す。

これらのことから、農耕地土壌中に長期間

残留し、農作物に吸収されて食の安全性をそこ

なう恐れのある有害化学物質については、それ

らのリスク管理対策を急ぐ必要があります。

そこで、このシンポジウムでは、重金属や

ドリンなどの有害化学物質について、 行政(1)
的な対応、 農作物による吸収に関する実態(2)
の把握、さらには、 汚染土壌のファイトレ(3)

（ ）メディエーション 植物を用いた土壌修復技術

や化学的洗浄法など新しい手法を応用したリス

ク管理技術について、最新の情報や研究成果を

報告して頂き、討論を行いました。

行政からの講演に対しては、 委員会でCodex
決まった野菜などのカドミウム基準値に関して

農林水産省として国内基準をどのように設定し

て行くのかという質問があり 「食品安全委員、

会」で食品中のカドミウムについて審議が予定

されているので、その結論を待って検討を進め

るという回答でした。ドリンやヒ素の作物吸収

については、吸収された後の植物体内での形態

変化について質問があり、ドリンについてはお

そらく形態の変化は少ない、ヒ素については詳

細は未解明という回答でした。ホウレンソウの

カドミウム吸収に関する講演に対して、低吸収

品種の開発についての質問がありましたが、種

苗会社との関係もありかなり難しいとの回答で

した。また、ホウレンソウは露地栽培でもハウ

ス栽培でも品種間差などで同じ傾向が見られる

のかという質問について、会場から同じ傾向が

見られるとのコメントがありました。

ファイトレメディエーションおよび土壌洗

浄によるカドミウム汚染土壌の修復技術に関す

る講演に対しては、実用化する場合のコストの

問題、回収されたカドミウムを含む資材の処理

問題が質問されました。ファイトレメディエー

ションでは、コストは ～ 万円 年くら19 25 /10a/
いまで低減でき、また収穫したイネは燃焼また

はバイオエタノール化を行うという回答でし

た。土壌洗浄では、コストは現行の客土より低

減し、またキレート資材に吸着させたカドミウ

ムを廃棄物処理またはリサイクル（カドミウム

回収）として処理するという回答でした。

総合討議の結論では、今後の国内基準値の

設定あるいは新たなリスクの発生に備えて、技

術の開発やマニュアルの作成などリスク管理に

関する対応が急がれるということになりまし

た。



農業環境技術研究所「一般公開」のご案内

「未来につなげよう 安全な農業と環境」をテーマとして農業環境技術研究所の一般公開を

次のとおり開催します。

研究成果のパネル展示と土や昆虫・微生物の標本の展示を行うほか、ミニ講演会を開催し、

一般の方や児童・生徒にもわかりやすく研究の成果をご説明します。昆虫標本作製体験と野菜

収穫体験のコーナーも用意して、皆様のご来所をお待ちしております。

☆開催日時☆

平成１８年４月１９日（水曜日） １０：００～１６：００

☆主な内容☆

① 研究成果紹介と春の植物のコーナー（正面玄関）

② 身近な植物の紹介コーナー（１階図書館前ホール）

③ 研究成果紹介コーナー（２階大会議室）

④ ミニ講演会（２階大会議室）

「環境・農作物中の微量な物質を測る」

１回目：１１：００～１１：４５、 ２回目：１４：００～１４：４５

⑤ 土・昆虫・微生物の標本コーナー（農業環境インベントリー展示館）

⑥ 昆虫標本作製体験コーナー（農業環境インベントリー展示館）

⑦ 研究施設紹介（温室効果ガスの測定施設）

⑧ 野菜の収穫体験コーナー（菜園）

☆交 通☆

○ ＪＲ常磐線「牛久駅」下車 →路線バス 「つくばセンター 「筑波大学病院 、」、 」

「谷田部車庫」行 「農業環境技術研究所」下車 徒歩３分

○ つくばエクスプレス「みどりの駅」下車 →路線バス 「谷田部車庫・農林団

地中央・榎戸」行 「農林団地中央」下車 徒歩１２分

○ つくばセンター（つくばエキスプレス「つくば駅 ） →路線バス 「牛久駅」行」

「農業環境技術研究所」下車 徒歩５分

○ 東京駅八重洲南口 →常磐高速バス「筑波山」行 「農林団地中央」下車

徒歩１２分

☆問い合わせ先☆

○ 企画調整部情報資料課 電話：０２９－８３８－８１９１

農環研ニュース 平成 年 月 日No.70 18 3 30
発行 農業環境技術研究所 〒 茨城県つくば市観音台 電話 （情報資料課広報係）305-8604 3-1-3 029-838-8197

http: //www.niaes.affrc.go.jp /ホームページ
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